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前号のフレームチャートの技術（協働通信 No.28 号）では、フレームチャートにはどの

ようなタイプがあるのかを紹介しながら、言いたいことや伝えたいことをどうやってチャー

ト化すればよいのかを解説していきました。 

フレームチャートについての理解をさらに深めていただくために、毎回少し違った切り

口からフレームチャート作成にあたってのポイントを解説していきたいと思います。 

 
 

１．フレームチャート創りの準備 

役に立つフレームチャートを創るためには、次の準備が必要である。 

 

１）調べる（情報収集する） 
論理的思考の良否は情報の質によって左右される。料理の良し悪しは材料６

割、腕前４割といわれるように、思考の材料である「情報をいかに集め、いか

に整理するか」は重要な作業である。 
 

２）複雑なものを簡単にするために思考や情報を「整理する」 
情報を集めたら、一つ一つの事象にとらわれず、根本的な原因や本質をつか

むことが重要である。目的に応じて親和集約法や機能体系図などを用いて情報

を整理する。 
 

２．思考を整理する技法の効果的な使い方 

ある程度、アイディア発想や思考の形成（詳細は第１回フレームチャートの

技術（協働通信No.27号）参照）ができると、それをまとめる段階に入る。整

理するための代表的な技法には、演繹法、帰納法、因果法、時系列法の４つが

ある。目的に応じて柔軟な使い分けが大切である。 
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１）「演繹法」で理想からプロセスを描く 

演繹法は、原則から特定の事実を推し量るものである。①大前提→②小前提

→③結論というロジックが演繹法の基本といえる。典型的な事例は図書分類で

ある。また、自分達が目指すゴール（理想、目的）を描き、それを実現するた

めにどうするかを逆算して考える方法として使うことが出来る。演繹法の効果

的な使い方は、目的からプロセスを考えるときであるが、通常自分達が考える

よりも「一桁上」の未来から発想して今の行動を設計することがポイントであ

る。 
 
（演繹法） 

 
 
 
          

判 断･･･「Ｖ＝Ｆ／Ｃ」から考える 

思考 表現する 
言葉、図、絵、イメージなど 

情報収集（調べる） 
多くの切り口を持つ 

人脈を持つ 

 
整理（集約、連携） 

組み合わせる 
（または切り捨てる） 

試行（ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑづくり） 

親和集約法 

機能体系図 

連関図 

仮説を立てる 

時間、予算 

周囲の共感（根回し） 

演繹法 

帰納法 

因果法 

時系列法 

基準を持つ 

特性要因図 

ＰＥＲＴ法 

結論 それゆえに 大前提 小前提 要約 

一桁上の未来(あるべき姿) 目標・行動設計 
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演繹法でフレームチャートを書こうとするときは、「考える基準」を持つこ

とが大切である。これについては次号で詳しく解説したいと思う。 
 
 

２）「帰納法」でビジネスチャンスを見つける 

帰納法は、具体的事実から原則を導き出すものである。現状を調査分析し、

類似する情報を集め、そこから積み上げて理想あるいは結論を導き出す方法と

いえる。親和集約法などがこれに該当する。 
先がよく見えない問題解決や斬新な発想が求められるとき、成功のルールを

発見したいときは、帰納法が有効である。いかに相手が納得するロジックであ

るかがポイントになる。 
 

前方待機

＜仕事の出来る人は相連報が上手い＞

相
連
報

スムースに役割分担をこなすために

相
談

指図者など求めていることを正確に知る

経験などの知的財産を貰う

自分のレベルがどの程度かを知って貰う

連
絡
気配り･心配りの表れ

報
告

相手に良かれと思われる情報を提供する

指示命令を受けたら報告しなければならない
定時化・定型化する 報告には、結果報告と経過報告とがある

結果報告の形態は指示命令者に求める

経過報告は指示命令者の性格に合わせる

異常報告は責任が果たせないときに行う

例外報告は求められたときに行う
事前予測対応を目指す 責任とは、約束したこと期待されていることに応えること

話の聞き方

反対意見への対応

事前予習する
尊敬する

素直に尋ねるし、確認する

口頭、文書、メール、電話などより確実にするには

受信者は感謝の気持ちを
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＜新聞・雑誌情報からビジネスチャンスを探る＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 

３）「因果法」で筋道を考察する 

問題解決あるいは考案するために、関連する問題点を因果関係で整理する図

法である。代表的な手法に連関図、特性要因図等がある。事実関係を下図のよ

うな連関図で整理、分析し、その結果から結論を導く筋道を考察していく。 
 
＜なぜチーム力が出ないのか＞ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ﾁｰﾑ力が出ない 

方針が伝わ
ってこない 

他人事と考え
てしまう 

ﾁｰﾑに対するﾛｲ
ﾔﾘﾃｨが薄い 

個人の成績重
視 

みんなで達成し
ようという雰囲
気がない 

ﾁｰﾑ目標が達成
できない 

言い訳をつくる 

受け止め方が
人それぞれ 

ﾁｰﾑﾘｰﾀﾞｰが
いない 

例えば、青春を何回も経験し
たい人が増える 

秋もお姉さんカジュアルが人気 

ハリウッドで養子ブーム再燃 

「今年こそ『1 等賞ママ』になる！」企画 

旧暦のよさを見直す動きが出ている 

旧来の 
考え方 

青春１回 

老後１回 

（推論された結果）        （具体的事実） 帰納法 

これからは人生の中で

「回数」を発見する時

代 
青春･･･回数化 

老後･･･回数化 

 

ﾋﾞｼﾞﾈｽﾁｬﾝｽ 
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４）「時系列法」で構造や手順を明確にする 

時間の流れにそって整理する。代表的な手法は、機能関連図 PART、ガン
トチャート等がある。 
事務工程分析やシステムの仕様書を書く前段階に、機能関連図のようなチャ

ートを書くことで機能の構造や手順が明確になる。業務マニュアルの作成や改

善・設計の整理手段に使うと有効である。 
 

 
＜A社の商取引の流れ＞ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

※ BSOのフレームチャートシリーズ（次号の予告） 

次号の BSOのフレームチャートは、「考える基準」を中心に解説していきます。 

お客様 

 
 

販売業務 

見積依頼 代金支払 発注(注文) 商品受領 

見積 受注 売掛処理 

請求 入金 納品(売上) 


